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Who am I?

• 林, 豊 (HAYASHI, Yutaka)

• 九州大学附属図書館eリソースサービス室リポジトリ係
• 図書館システム統括、機関リポジトリ、メタデータマネジメント、資料デジタル化、

ウェブサイト、ディスカバリーサービス、学認
• 京都大学（目録、ILL）→国立国会図書館関西館（カレントアウェアネス・ポータル）

→京都大学（部局閲覧）→現職（10年目）

• 外部委員等
• カレントアウェアネス編集企画員
• 学認運営委員会委員／図書館系サービス作業部会主査
• 機関リポジトリ推進委員会協力員
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Syllabus

• 学術コミュニケーションの動向（75分）

• 対象者：大学図書館等の若手職員（勤務年数2年～10年、35歳以下）
• 目的：基礎知識及び最新知識等を身につける
• 内容：

• 学術コミュニケーション（学術情報流通）の変容及び最新状況等
• 新たな学術コミュニケーションの潮流の中で大学図書館が果たすべき機能

オープンアクセスの文脈を理解して、
日々のニュースを自分のなかで位置付けられるようになる
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Outline of the talk

1. オープンアクセスとはなにか？

2. オープンアクセスを進める理由はなにか？

3. オープンアクセスの障壁はなにか？

4. オープンアクセスを進めるためにはどうしたらいいのか？

5. オープンアクセスはどれくらい進んでいるのか？

6. オープンアクセスの未来にあなたの仕事はどうなるのか？
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情報爆発の世界のなかで、《研究者が学
術情報を受信・発信するためのサステイ
ナブルなしくみ》の構築コストを、関係
者でどのように負担しあうのか？



オープンアクセスを進めることが
必ずしも大学図書館の幸せになる
とは限りませんよ。
でも、それでも進めますよね。



https://flic.kr/p/3gNsbH

1. What is Open Access?
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シリアルズクライシス（外国雑誌の価格高騰）

Source: http://www.nii.ac.jp/content/justice/documents/JournalPrice.pptx

＋為替変動リスク、リバースチャージ（EJ）
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学術雑誌という商品

• 学術コミュニケーションの主戦場

• 研究者が生産し、研究者が質保障（査読）し、研究者が消費する
• 査読の質こそが学術雑誌の価値／競争力の源泉
• 査読はボランティア（多くの場合）

• 代替が効かない →価格競争が働きづらい
• 「Natureが買えないなら他の雑誌を読めばいいじゃない」、は無い
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世界的な出版論文数の増加

Source: http://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-RM251-statistics_J.pdf#page=173 （科学技術指標2016） 10平成28年度大学図書館職員短期研修
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オープンアクセスの定義（BOAI）

[ピアレビューされた研究文献]への「オープンアクセス」とは、それ
らの文献が、公衆に開かれたインターネット上において無料で利用可
能であり、閲覧、ダウンロード、コピー、配布、印刷、検索、論文フ
ルテキストへのリンク、インデクシングのためのクローリング、ソフ
トウェアへデータとして取り込み、その他合法的目的のための利用が、
インターネット自体へのアクセスと不可分の障壁以外の、財政的、法
的また技術的障壁なしに、誰にでも許可されることを意味する。複製
と配布に対する唯一の制約、すなわち著作権が持つ唯一の役割は、著
者に対して、その著作の同一性保持に対するコントロールと、寄与の
事実への承認と引用とが正当になされる権利とを与えることであるべ
きである。

“

Source: http://www.budapestopenaccessinitiative.org/boai-10-translations/japanese-translation-1（時実-西薗-杉田-稲永-加藤-小笠原-城-内島-土屋）

フリーアクセス
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さまざまな対象

学術雑誌
論文

会議発表
論文 図書 プレゼン

テクニカル
レポート

ワーキング
ペーパー

研究
データ

画像
動画
音声

ソース
コード ポスター 学位論文
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“オープン”のグラデーション（HowOpenIsIt?）

Source: http://sparcopen.org/our-work/howopenisit/
Ref: http://firstmonday.org/ojs/index.php/fm/article/view/6360/5460 14平成28年度大学図書館職員短期研修

http://sparcopen.org/our-work/howopenisit/
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クリエイティブコモンズ（Creative Commons）

• “Some Rights Reserved”―All rights reservedとパブリックドメインの間

• 4種類の権利の組み合わせで6種類のライセンス
• BY（クレジットの表示）
• NC（営利利用不可）
• ND（改変禁止）
• SA（継承）

Source: https://creativecommons.jp/licenses/
Ref: https://www.slideshare.net/TasukuMizuno/oa-mizuno031116-59514669 15平成28年度大学図書館職員短期研修

https://creativecommons.jp/licenses/
https://www.slideshare.net/TasukuMizuno/oa-mizuno031116-59514669


オープンアクセスの実現手段

代表的モデル コスト負担 障壁

グリーンOA
著者によるセルフアーカイブ

• 機関リポジトリ
• サブジェクトリポジトリ（例：arXiv, SSRN）
• 助成機関リポジトリ（例：PMC）
• SNS（例：ResearchGate, Academia.edu,

Mendeley）

# 論文の登録先による違い

リポジトリ
運営者

著作権

ゴールドOA
出版社によるOAジャーナル刊行

• 著者支払いモデル
• ハイブリッドモデル
• 完全フリーモデル、等

# 出版ビジネスモデルによる違い

著者等 APC
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2. Why should we drive OA?

http://publicdomainarchive.com/public-domain-images-black-white-vintage-suitcase-girl-railroad-tracks-walking/



さまざまな立場、さまざまな相手

研究者

出版社
大学・
図書館

関連
組織

助成
機関

政府
産業界

市民

新たな
プレイ

ヤー

Mendeley
ResearchGate
Academia.edu

Sci-Hub

国立情報学研究所（NII）
科学技術振興機構（JST）
機関リポジトリ推進委員会
オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）
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さまざまな理想、さまざまな思惑

シリアルズクライシスへの対抗

納税者に対する説明責任研究投資効果の最大化

APCビジネス

機関の“知”の発信 研究公正（検証可能性の担保）

オープンイノベーション シチズンサイエンス

情報格差の解消
（Global North / Global South）

研究成果のビジビリティ向上 研究活動の活性化
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Source: http://www.eifl.net/programmes/open-access-programme

http://www.eifl.net/programmes/open-access-programme


3. What are barriers to OA?

https://flic.kr/p/5RfwaU



課題① 著作権 ※主に学術雑誌論文、会議発表論文の場合

• 著者が論文の著作権を出版社に譲渡している場合が多いので、リポジトリ登録のまえに
出版社の著作権ポリシーを確認する必要がある

• データベース（SHERPA/RoMEO、SCPJ）、出版社ウェブサイト

＜典型的な出版社ポリシー＞
• リポジトリ登録可能なバージョンの指定

• プレプリント（査読前原稿）
• ポストプリント（査読後原稿；著者最終稿） ⇒73%の出版社が許可（SHERPA/RoMEO）

• 出版社版
• エンバーゴ（公開禁止）期間の指定

• 6か月、12か月、24か月など ⇒即時公開ではビジネスが成立しない
• APCの支払いを要求（ハイブリッドOAオプション） ⇒課題②
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Source: http://www.sherpa.ac.uk/romeo/search.php?issn=0028-0836

• プレプリント：登録可
• 著者最終稿：6か月のエンバーゴ経過後に登録可
• 出版社版：登録不可
（ハイブリッドOAオプションなし）

例：Nature

http://www.sherpa.ac.uk/romeo/search.php?issn=0028-0836


Source: http://connectedresearchers.com/pre-print-manuscript-deserves-a-bit-of-grooming-before-being-shared/

出版社版著者最終稿

学術的内容

＝

レイアウト

≠

http://connectedresearchers.com/pre-print-manuscript-deserves-a-bit-of-grooming-before-being-shared/


著者最終稿

出版社版

原稿形式（テキスト＋図表）Word、TeX等 雑誌掲載レイアウトPDF等

④校正(数回)

出版社

著 者

①査読(数回)

⑤学術雑誌
掲載

②accept

③レイアウト調整、誤字・脱字校正
※英文校正レベルの改変がある場合も

著者最終稿＝acceptされる直前に著者が提出した原稿

Source: http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?plugin=attach&pcmd=open&file=peer_review_process.ppt&refer=Repository を改変

http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?plugin=attach&pcmd=open&file=peer_review_process.ppt&refer=Repository


課題② APC (Article Processing Charge)

• オープンアクセスジャーナルへの“掲載料”

• 料金設定はさまざま
• 平均値の一例（下図）
• Nature Communications：661,500円！（税抜）
• 一般にハイブリッドOAのAPCのほうが高額
• 値上がりすることも（PLOS ONE：1,350ドル→1,495ドル（2015/10））
• 選択するライセンスによって変わることもある（CC BYは高額、等）
• バウチャーや機関メンバーシップによる割引もある
• 生涯投稿料モデル（PeerJ）、言い値モデル実験（Thieme社）
• “ハゲタカ”出版社の登場

Source: https://wellcome.ac.uk/sites/default/files/developing-effective-market-for-open-access-article-processing-charges-mar14.pdf 26平成28年度大学図書館職員短期研修
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ハイブリッドOAモデル

• APCを支払うことで、有料ジャーナルの一部の論文をOAにする
• 出版社によって名称は異なる

• Springer OpenChoice, ACS AuthorChoice, Wiley OnlineOpen, ...
• http://www.sherpa.ac.uk/romeo/PaidOA.php

• すべてのジャーナルで可能というわけではない（Nature等）

• 二重払い（double dipping）の問題
• 図書館から購読費を取りつつ、研究者からもAPCを取り
• →offset deal（後述）

• ハイブリッドでOAになっている論文の把握は面倒
有料ジャーナル

（購読費）

OA
(APC)
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課題③ 研究者の理解・協力

• 研究者（＝学術コミュニケーションの主人公）の意識が大切
• 著者最終稿は著者からもらわないといけない
• 著者には論文投稿先のジャーナルを選択する自由がある

• 研究者の気持ち
• ジャーナルが高くて買えない……つらい……
• オープンアクセスの理念には共感するけど
• リポジトリに登録すればジャーナルの値段が下がるの？
• セルフアーカイブなんてめんどくさい！ 図書館で勝手に登録しといてよー
• 著作権？ 著者最終稿？ よく分からない！
• APC？ OAにするのにお金かかるの？ 大学や国が払ってくれないの？

こういった声を無視したままではOAは進まない
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とある研究者のブログから

• オープンアクセスというのはとても良い考え方だし、進めるべきだと思うのだけど、や
はり私が思うのは、「オープンアクセスにしても、結局得するのは出版社のままで、出
版社は儲け続けるだろう」ということだ。

• セルフ・アーカイビングでもいいのだけど、著者が大学リポジトリに登録できるまでは
一定の期間を置くことが条件になっている場合も多い。研究者の性として、そして競争
に負けないようにするには、出された論文はすぐチェックしてしまう。アーカイブされ
るまで悠長に待っている、なんてことはできない。

• なので、おそらく種類になるのは、オープンアクセス誌に出したりオープンアクセスオ
プションを選ぶということになると思う。これはとどのつまり、論文を出すために出版
社にもっとお金を払うことになる。しかも「オープンアクセス化」が十分に進むまで、
おそらく雑誌の購読料が下がることはなさそうだ。

• オープンアクセスにする大義名分としては、研究が公の資金で賄われている以上、その
成果は、研究に投資している納税者だれでも見ることができるようにすべき、というも
のもある。私はオープンアクセスにする理由としては、こちらの考え方のほうがしっく
りくる。

Source: http://fuyomilk.hatenablog.com/entry/2016/01/24/163616 29平成28年度大学図書館職員短期研修
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通底するのは

• 増大を続ける学術情報の量

• 伴って増大していくコストを
図書館予算だけでは支えきれ
ない

• 出版社は研究者（研究費）と
いう新たな“狩場”を

• さぁ、どうなる？どうする？

Source: http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/librarian/h27/lib-09.pdf#page=54 30平成28年度大学図書館職員短期研修

http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/librarian/h27/lib-09.pdf#page=54


https://flic.kr/p/r64FQm

4. And then, how?



①オープンアクセス方針の策定

Source: https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/services/qir/oa_policy 32平成28年度大学図書館職員短期研修

https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/services/qir/oa_policy


①公的助成研究成果のオープンアクセス義務化

• NIHパブリックアクセス方針
• OSTP指令 → 各政府機関が方針策定

• RCUK（ゴールド推し）
• REF2020（評価対象論文のOA義務化）

• Horizon 2020：論文はOA義務化、研究データも“Open by default”へ（2017-）
• ERC（monographも対象）
• 「2020年までにすべてをOAに」（Competitiveness Council、2016.5)
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Source: http://www.sciencemag.org/news/2016/05/dramatic-statement-european-leaders-call-immediate-open-access-all-scientific-papers

In what European science chief Carlos 
Moedas calls a "life-changing" move, 
E.U. member states today agreed on an 
ambitious new open-access (OA) target. 
All scientific papers should be freely 
available by 2020, the Competitiveness 
Council—a gathering of ministers of 
science, innovation, trade, and industry—
concluded after a 2-day meeting in 
Brussels. But some observers are 
warning that the goal will be difficult to 
achieve.

“

http://www.sciencemag.org/news/2016/05/dramatic-statement-european-leaders-call-immediate-open-access-all-scientific-papers


①国内のオープンアクセス方針

• 北海道大学（推奨）

• 北陸先端科学技術大学院大学
• 名古屋工業大学
• 岡山大学（博論、学内プロジェクト）

• 文科省/学位規則改正（博論）

• 科学技術振興機構（JST）（推奨）
• 文科省/日本学術振興会（推奨）

⇒科研費助成研究の義務化に期待

• 京都大学（2015.4.28）

• 筑波大学（2015.11.19）

• 国際日本文化研究センター（2015.12.17）

• 九州大学（2016.1.19）

• 徳島大学（2016.1.19）

• 千葉大学（2016.3.10）

• 東京歯科大学（2016.4.12）

• 名古屋大学（2016.4.19）

• 第5期科学技術基本計画（FY2016-）
期間中に公的助成研究成果論文は原則OAへ
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①オープンアクセス方針の構成要素

策定主体 研究機関（大学含む）、助成機関
対象 査読論文、会議発表論文、書籍、学位論文、研究データ、等

義務化 義務（mandate）／推奨（encourage）

手段 グリーン／ゴールド

研究評価との連動 有／無

ペナルティ 有／無

エンバーゴ期間の容認 有／無（分野別の違いも）

登録までのリミット 有／無

ライセンスの指定 クリエイティブコモンズライセンス等

APCの補助 有／無
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②APCと向き合う：トータルコストの把握

購読費
（有料ジャーナル）

APC
（フルOA）

APCは、図書館を
介さずに支払われ
るため、総額が把
握しづらい

ハイブリッドAPC
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②国内の取組

• SPARC Japan「オープンアクセスジャーナルによる論文公表に関する調査」（2014.5）
• 国内論文調査（DOAJ、Scopusをベース）＋研究者を対象にしたアンケート調査
• 「国内研究者によるOAジャーナル掲載論文数」（2012年）＝6,177本
• http://www.nii.ac.jp/sparc/publications/report/pdf/apc_wg_report.pdf

• 京都大学「平成27年度学内オープンアクセス費支出状況調査報告書」（2016.2）
• 学内論文調査（DOAJ、Scopusベース）
• 財会システムにAPCを入力する際のフォーマットを学内で標準化（会計担当職員へ通知）
• 推計6,700万円、うちハイブリッドOAが約940万円（2014年）
• http://hdl.handle.net/2433/210594

• JUSTICE＋SPARC Japan「国内研究者による論文公表実態調査」（2015.9～2017.3）
• トータルコスト交渉のためのAPC支払額の把握
• journal-flipping（後述）の可能性の検討
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Source: https://www.nii.ac.jp/sparc/about/committee/pdf/2014_2_ref4.pdf#page=10 （安達、2015.3）

https://www.nii.ac.jp/sparc/about/committee/pdf/2014_2_ref4.pdf#page=10


②海外の取組

• Developing an Effective Market for Open Access Article Processing Charges (2014)
• https://wellcome.ac.uk/sites/default/files/developing-effective-market-for-open-access-article-

processing-charges-mar14.pdf

• Jisc Monitor UK / Monitor Local（英国）
• 各大学及び英国内のAPC支払額を管理するためのシステム
• https://www.jisc.ac.uk/rd/projects/monitoring-open-access-activity
• Ref: https://www.jisc.ac.uk/reports/apcs-and-subscriptions (2016.6)

• INTACTプロジェクト（ドイツ）
• APCの支払額データをGitHubで公開
• http://www.intact-project.org/openapc/

• FP7 Post-Grant Open Access Pilot（OpenAIRE / Horizon 2020）
• FP7終了後の助成研究成果の公開を対象に、APCをfundする
• https://blogs.openaire.eu/?cat=44
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②journal-flipping

有料ジャーナル OAジャーナル

グリーンOAや新規OAジャーナル創刊では難しかった、ジャーナル購読費用の削減に
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②SCOAP3（flippingの例）

• 高エネルギー分野のジャーナルを対象にしたflipping
• 世界中の機関からOAにする費用を集める（44か国、3000+機関が参加）
• 対象ジャーナルの掲載済論文数から国別費用分担を決定（日本は7.1%）
• ライセンスはCC BYを適用

• 10タイトルのジャーナル
（Physics Letters Bなど）

• NIIのもと国内34機関が参加
（期待の7割以下の金額）

• 10,000件の論文が公開済

• 8タイトルのジャーナル
（Journal of Cosmology and 
Astroparticle Physics，New 
Journal of Physicsが外れた）

• 論文数増で2%の費用増？

第1フェーズ（2014.1-2016.12） 第2フェーズ（2017.1-2019.12）

……
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②Offset deal（flippingの一種）

• ジャーナル購読費にハイブリッドAPCの料金を含める契約 ⇒二重払いの解消

• Springer Compact（積極的）
• https://www.springer.com/gp/open-access/springer-open-choice/springer-compact
• オランダ、英国、Max Planck、オーストリア、スウェーデン

• オランダ大学協会（VSNU）
• Springer、Wiley、Elsevier
• http://current.ndl.go.jp/e1790

• Wiley-Jisc

有料ジャーナル
（購読費）

OA
(APC)
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②ハーバード大学報告書

• Converting Scholarly Journals to Open Access: A Review of Approaches and Experiences
• 体系的な文献レビューを行い、15のシナリオに整理
• https://osc.hul.harvard.edu/programs/journal-flipping/report-released/
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②OA2020

• Max Planck Societyの試算・提案（＠Berlin12）に基づく国際的なイニシアティブ
• http://oa2020.org/
• http://dx.doi.org/10.17617/1.3

Source: http://www.berlin12.org/wp-content/uploads/2015/12/B12_country_slides.pdf 45平成28年度大学図書館職員短期研修
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③優れたワークフローの設計

• OA方針の策定 ⇒ 運用を支えるしくみが必要になる

• 効率的・効果的なワークフローの構築
• 研究者の行動にフィット（業績データベースとの連携、グリーン＋ゴールド）
• 研究者の負担を省略（著作権のチェック、助成機関へのレポーティング、著者最終稿の提出）
• リポジトリ担当者の負担を省略（メタデータの網羅的収集、登録可能なファイルの収集）

• ポイントはメタデータ・識別子・システム連携（ここでは割愛）

NIH（米国） PMC
OSTP（米国） CHORUS、SHARE
Horizon2020（欧州） OpenAIRE
RCUK / REF2020（英国） Jisc
日本 機関リポジトリ推進委員会／オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）
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③研究者データベース（CRIS）連携

Source: http://library.kanazawa-u.ac.jp/?action=common_download_main&upload_id=270

研究者データベースに業績登録するときに、
本文ファイルもリポジトリにセルフアーカイブ
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③助成機関へのレポーティング（OpenAIRE-CORDIS連携）

Source: http://www.slideshare.net/OpenAIRE_eu/reporting-horizon-2020-project-outputs-with-openaire-project-publications-reporting

リポジトリに登録しておくと、助成機関への報告が楽に
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③グリーン＋ゴールド（Imperial College London）

Source: http://www.slideshare.net/TorstenReimer/imperial-college-london-journey-to-open-scholarship (p.6)
Ref: https://blog.openworks.library.manchester.ac.uk/2016/06/24/report-on-deposit-workflows-and-open-access-support-services/

セルフアーカイブと
APC申請を同時に
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③リポジトリ登録システム（京都大学）

Source: http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/1370229

Scopusからメタデータを取り込み
図書館で著作権ポリシーをチェックしておく
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③Jisc Publications Router

Source: https://pubrouter.jisc.ac.uk/
Ref: http://cheb.hatenablog.com/entry/2016/05/28/191734

出版社と契約してメタデータ＋PDFを取得

⇒ 論文著者が所属する大学の機関リポジトリに自動で転送！
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③出版社による著者最終稿の公開（CHORUS）

Source: http://jp.elsevier.com/events/library-fair-2015
Ref: http://cheb.hatenablog.com/entry/2016/08/17/191256
Ref: http://cheb.hatenablog.com/entry/2016/08/23/062800

機関リポジトリに登録しなくても……
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https://flic.kr/p/hr1ibi

5. Where are we standing now?



日本の機関リポジトリ

• NII CSI事業、DRF、紀要リポジトリ（≠グリーンOA）、JAIRO Cloud、博論OA義務化、

• 機関リポジトリ設置数
• 602機関（H27年度末） ⇒世界トップ？
• 779大学の47.9%が設置済（H26年度学術情報基盤実態調査）

• JAIRO/IRDB（国内機関リポジトリのアグリゲーター）
• メタデータ数：233.5万件（2016.9.1）

• 本文あり：176.6万件
• 紀要論文（本文あり）：93.6万件（53.0%）

• 学術雑誌論文（本文あり）：26.4万件（14.9%）

• 会議発表論文（本文あり）：3.2万件（1.8%）

Source: http://www.nii.ac.jp/csi/openforum2016/track/pdf/20160526_IR03-1_hosokawa.pdf#page=6
Source: http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/irdb_harvest.html 54平成28年度大学図書館職員短期研修
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日本のゴールドOA論文（RU11、全体） InCitesで作成（Article+Reviewに限定）
as of 2016-09-01
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科研費研究実績報告書OA欄（2015～）

• グリーン／ゴールドの区別なし
• 本当にOAになっているかどうかの

チェックもなし
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H26年度採択課題（H26年度研究実績報告書・研究実施状況報告書）

研究種目 雑誌論文数 うちオープンアクセス 査読あり雑誌論文数 うちオープンアクセス

新学術領域研究（研究領域提案型） 13,076 3,441（26.3%） 11,825 3,326（28.1%）

基盤研究(S) 3,529 958（27.1%） 2,959 8,90（30.1%）

基盤研究(A) 13,088 2,984（22.8%） 9,252 2,619（28.3%）

基盤研究(B) 30,278 7,400（24.4%） 22,231 6,514（29.3%）

基盤研究(C) 54,988 16,583（30.2%） 40,924 13,998（34.2%）

挑戦的萌芽研究 14,610 4,313（29.5%） 12,086 3,913（28.1%）

若手研究(A) 2,901 755（26.0%） 2,522 699（27.7%）

若手研究(B) 18,483 5,145（27.8%） 14,694 4,448（30.3%）

研究活動スタート支援 1,617 459（28.4%） 1,300 396（30.5%）

特別研究員奨励費 8,098 2,501（30.9%） 6,848 2,222（32.4%）

特別研究促進費 17 5（29.4%） 7 3（42.9%）

合計 160,685 44,544（27.7%） 124,648 39,028（31.3%）

Source: http://www.nii.ac.jp/csi/openforum2015/doc/20150612_Cont_Hayashi.pdf

http://www.nii.ac.jp/csi/openforum2015/doc/20150612_Cont_Hayashi.pdf


日本の研究成果の何%がOAになっているのか？

？
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https://flic.kr/p/diFUe9

6. Are you surely happy in OA future?



Wrap Up

学術情報流通量（⇒必要コスト）の増大

ジャーナルの価格は下がってないし、APCという新たな（見えづらい）コストが増えた

シリアルズ
クライシス OA運動

ゴールドOA

グリーンOA

あれ、たしかに
OAは進んでいる
ようだけど……

出版社の
ゴールドOA

戦略

OA方針
の策定

地道な
グリーンOA
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大学図書館（員）の役割は？

• 研究者が必要な学術情報を適切に入手できる世界の構築に貢献すること
• 一国だけでできることではない（国際連携の重要性）
• 大学図書館だけでできることではない（メジャープレイヤーでもない？）
• でも大学のなかでは図書館がいちばん得意、なはず

• バランスの取れた持続的なオープンアクセスの実現に向けて
• グリーン＋ゴールドの両方を含めた現実的なワークフロー
• オープンアクセスに関する正確な現状把握（モニタリング）
• flipping/offsetによるトータルコストの削減
• 健全なAPCマーケットの構築（グリーンOAによって緊張関係を保てるのか？）

• 究極的には「出版（査読）」を“取り戻す”しかない、んだろう

• 大切なのは、たゆまず学ぶこと、研究者とのコミュニケーション、覚悟を決めること
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オープンアクセス時代の雑誌業務

Source: http://hdl.handle.net/2241/00143604 62平成28年度大学図書館職員短期研修
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すべての資料がオープンアクセスになったら……

• OAは図書館コレクションの価値を目減りさせる。それでもOAを進めるのか？
• それが利用者のためになるのなら、という図書館員の悲しき性

• 仮にコレクションがすべて“消え”ても、利用者の前で価値を保てるか？
• 自分なりの答えを持てないと、図書館員として働くことがどんどんつらくなっていきそう

• なるようにしかならない、という意味ではとても楽しみな時代
• ジリ貧が嫌なら自分からどんどん変わっていくしかない
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